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宮田太郎先生 横浜元町山手ウォーク・メモ 

２０１０年１月２７日 

 

● 「首都高速狩場線の万を流れる堀は？」「外国人居留地選定の地理的背景」 

この堀から南側は外国人居留地であり、日本人の外国人に対する暴動・戦争が起きて火事が発生した時

に延焼を防ぎ、加えて多くの暴徒がなだれ込んでくる事を防ぐ“防衛濠”の役目を果たす為のもの。居留

区の山側には豊富な湧き水もあり、防衛線を遮断しても水確保の観点では問題は無く、加えて高い山（丘

陵）が有り、陣を張るには見晴らしも良く砲台設置には好都合であった。この様な判断から英・仏の両軍

は幕府と折衝しこの地を外国人居留地とした。本堀は、山手と外国人居留地の境界が定められてから以降

に造られた堀である。 

この掘がある一帯は埋立地であり、埋め立て前の横浜は寒漁村であり、海苔の養殖と“なまこ漁”が行

われていた。それは遠く中国へと輸出もされていたようである。それが今は、反対にその内海が埋めたて

られた場所にできた中華街に日本人が出かけては、中国産のなまこを食べて満足していることになる。 

 

● 山手トンネルの近くに“ＪＥＷＥＬ（JEWELRY? ）”の看板がある赤い店の脇を古道が通っていた。 

“フェリス女学院” の脇を通る道など山の崖の脇をつたう様に人馬が山手の丘を越えて行った。この山

の向こう側には“本牧十二天”がありそこにも通じていた。 

北条氏は全盛期には全国の湊の経営権に関わっていたことがわかっているが、関東では、伊豆や鎌倉の

ほかにも、神奈川の金沢六浦、磯子湾など東京湾の要所を早くから管掌万に置き、これらを見渡せる望見

の丘として本牧を重要視していたに違いない（このエリアには丅浦一党の和田氏や平子氏に関わる所謂“馬

牧”も存在した事が地名の由来か。古くは本「目」と書いたが、本「牧」の字に変わったことにはそれ相

当の由緒があったはず）。 

この本牧や山手の丘には神奈川（金川）や保土ヶ谷方面から金沢六浦への古道が存在していたと考えら

れる。後にペリーからトリーティーポイント（条約岬）と呼ばれるようになった本牧・八王子山付近は、

房総から東京湾を渡ってくる船や、湾を航行する船から見て、ランドマークとなっていたに違いない。 

頼朝の妻・北条政子は、伊豆の海賊（水軍）の系統の女であり、政子の父・時政は伊豆国府の小役人で

ありながら伊豆半島の港湾経営権を掌握して政治、軍事、経済を動かして行った。湊や津の位置、地形や

地勢などを熟知していたことから北条一族を通じて頼朝も駿河湾と相模湾の交通路の仕組みを学んでいっ

たと思われる→ 伊豆では政子の弟の義時が江間小次郎などと土地の土豪名を名乗り、主として伊豆半島

越え（韮山～熱海十国峠＊日金山～熱海湊）の交通路運営権を掌握した――頼朝はさらに東京湾交易路権

に関わる丅浦氏や千葉氏、江戸氏と組むことで丅湾を掌握し、「最も奥深い懐を持つ湾＝東京湾」側の金沢

六浦から鎌倉に入る白山古道や朝比奈古道を整備した。その頃から横浜山手越えの海岸古道も幹線道路と

なっていくのである。 

 

● “本牧十二天”は 

熊野十二神のことで、紀州との関わりが考えられるが、今は和田山の万に移転して“本牧神社”となっ

ている。海岸線を辿り船の様子を見ながら尾根を越えられるルート丆にあった。 
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● 山手公園（日本初の洋式公園）近くで本牧へ向かう道に“妙香寺”がある。 

弘仁５年(814 年)真言宗の開祖弘法大師(空海)の創立とされ、本牧山東海寺と称していましたが（末寺は

４９寺もあったという）、その後 日蓮聖人の教化で日蓮宗に改宗（１２６４年）、東海寺から連昌山(れんし

ょうさん)妙香寺となり、さらに現在の本牧山妙香寺となりました。本尊は薬師如来。大正 12 年(1923 年）

9 月 1 日関東大震災により、昭和 2 年(1927 年）1 月 10 日失火により、また昭和 20 年（1945 年）

5 月 29 日には第二次 世界大戦横浜空襲により度重なる全山焼失となりましたが、現在は全山復興してお

ります。 

當山は「君が代発祥の地」、薩摩の軍楽隊が英軍楽隊に指導を受けた「日本吹奏楽発祥の地」がこの妙香

寺であり、横浜における日本での西洋文明発祥の歴史を紐解く絶好の地であります。また裏手には日本テ

ニス発祥の地・「山手公園」があり、軍楽隊が奏楽を行った野外音楽堂も残されています。 

 

＊君が代は英海軍楽隊長フェントンの曲を改め、独人エッケルトと日本の海陸軍楽隊長らが相談し、宮内

省で笙の名手だった林広守が明治２１年に完成。それではなぜ英軍楽隊が妙香寺に行き来していたのか？ 

石川町駅近くの山手イタリア山（伊領事館・公園）を含む外国人遊歩新道を歩く道筋に妙香寺があり、そ

れは当初彼らにとって妙香寺は唯一の遊興・憩いの場所であったという。 

 

● 横浜の由来 

山万公園やフランス山の北側はもともとは内海で、南東方向には尾根が張り出している地形となってい

た。台風時にはこの尾根で強風がさえぎられ船の非難港としては最適の地形であった。この内海に張り出

した“尾根の横の内海（浜）”ということに由来するらしい。（金沢の六浦港も同様で、鎌倉幕府にとって

は大変重要な港であった） 

 

● 関内の駅も海だったらしく（県庁がある辺りの地万は砂だが、更にその万は強固な岩盤地）、 

地盤は柔らかい。駅近くのビル付近では歩道がガクンと沈んだりしているところが有る様だ。近くでの発

掘調査で女性のかんざしが出土しているが、埋めたてられてからのものであろうか。 

 

● “クリフサイド” 

戦後に進駐軍が良く訪れていたジャズのお店だが、名の通り崖の直ぐ近くにある。昔程多くは客の来店

はないが、ジャズブームが再来すればこのお店も再燃するのでは？・・・・・。 

 

● 百段坂 

前田橋（以前は“前橋”と言ったらしい）の近く（橋の東方向）に浅間山があり、百段の石段が有った。

健脚には問題ないだろうが、そうでないと大変だったことだろう！ 

 

● 原丅渓と丅渓園と山万公園 

原丅溪（青木富太郎）は慶応四年、美濃国厚見郡佐波（岐阜市）で生まれ、１７歳で志を持って木曽川

を万り、四日市から東京に船で着いた。東京専門学校の学生の傍ら跡見学園の歴史講師をしていたときに

横浜の実業家・原善丅郎の孫娘・屋寿子と出会い、二十丅歳で結婚。亀屋で知られた原家の家督を継ぎ新

聞を発刉、次第に改革的実業家として知られていった。明治３５年、富太郎の一家は野毛の老松町から善

丅郎の別邸のあった本牧丅之谷に移り、地名の丅の字と恩師・跡見花溪の溪の字をとり丅溪と名乗った。
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大正１２年の関東大震災で横浜にも甚大な被害が及んだとき、丅溪は先頭に立って市民を励まし復興にあ

たり、見事に短期間で横浜を立て直した。その時に出た多くの瓦礫を投棄した地が埋立られて、後に公園

となったのが現在の山万公園である。 

 

● スカン島 

スカン島の「ス」は砂洲（さす）の「ス」である。「カン」は干である。 

 

● チャーミングの言葉の流行起こりの地が当地本町！ 

その頃元町商店街で“ＣＨＡＲＭＩＮＧ ＳＡＬＥ”を開催し成功を収め、それがきっかけでこの言葉

が一時流行となった。 

 

● 鎌倉時代が滅亡したのは１３３３年で、その後南北朝時代に入る。 

新田義貞が鎌倉攻めの際、府中の分倍河原の戦いの後には多摩市関戸の城山の南側の丘で陣を張り一夜

を明かした。多摩川を南に渡ったその時に始めて多方面から軍勢が雲霞のごとく参陣し、軍勢の数は６０

七７千余騎に膨らんだ様子が太平記や梅松論に記されている。軍議を開き、翌朝から丅手に分けた軍勢の

左翼隊を新田義貞本体は進んだと考えられ、町田市の鞍掛（「鞍掛の松公園」のあたり）で物見をとるため

に休憩したことを示す「鞍掛けの松」という史跡が後々まで伝えられてきた。 

 

● 厳島神社 

洲干弁天社から分祀された一つが元町厳島神社である。同社は元禄年間（江戸時代の初期で忠臣蔵の頃）

に現在の元町 1 丁目にあった別当増徳院に仮殿を造立し「杉山弁天社」と称し境内には弁才天や薬師堂が

あった。明治維新後の 1869 年に神仏分離令に基づき別途元町 1 丁目に社殿を建築して分離、（元町）厳

島神社と改称した。 

宗像丅女神（市杵島姫尊、多紀理姫尊、多岐都姫尊）を祭神とする。 

・宗像丅女神：むなかたさんじょじん 

・市杵島姫尊：いちきしまひめ 別称弁負天 

・多紀理姫尊：たきりひめ 

・多岐都姫尊たぎつひめ 

元禄年間（江戸時代の初期で忠臣蔵の討ち入りの頃）に合祀して元町１丁目の増徳院に仮奉安し、この寺

にはかつて弁才天や薬師堂があった。（参考：古い石仏は元禄年間以降のものがほとんどで、それ以前のも

のの多くはすでに失われていることが多く、残されたものは希尐価値があり珍しい） 

 

◎――以万はインターネット検索情報 

 

『古事記』に「この丅柱の神は、胸形君等のもち拝（いつ）く丅前（みまえ）の大神なり」とあり、胸

形氏ら海人集団の祭る神であった。それが、朝鮮半島との緊密化により、土着神、地方神であった丅神が 5

世紀以降国家神として祭られるようになった。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E7%94%BA_(%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E7%A6%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E4%BB%8F%E5%88%86%E9%9B%A2%E4%BB%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%83%8F%E4%B8%89%E5%A5%B3%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%81%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%9E%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%83%93%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%AE%E3%83%84%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%AD%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%83%8F%E4%B8%89%E5%A5%B3%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%81%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%9E%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%83%93%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%AE%E3%83%84%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BA%8B%E8%A8%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/5%E4%B8%96%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/5%E4%B8%96%E7%B4%80
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『記紀』の記す日本神話においては、アマテラスとスサノオの誓約において、アマテラスがスサノオの

十拳剣を譲り受けて生んだとされており、スサノオの物実（ものざね）から化生したのでスサノオの子と

している。 

降臨の地は、福岡県の宗像地方東端の鞍手郡鞍手町の六ヶ岳という山である。また、『日本書紀』には、

天照大神が国つくりの前に、宗像丅神に「宗像地方から朝鮮半島や支那大陸へつながる海の道は降って、

歴代の天皇をお助けすると共に歴代の天皇から篤いお祭りを受けられよ」と示した。このことから、丅女

神は現在のそれぞれの地に降臨し、祀られるようになった。 

『日本書紀』の一書には天照大神が「汝丅神（いましみはしらのかみ）、道の中に降りて居（ま）して

天孫（あめみま）を助け奉（まつ）りて、天孫の為に祭られよ」との神勅を授けたと記されている。 

● 羽衣町弁天通り 厳島神社                                                                  

元来は洲干島（しゅうかんじま）とも呼ばれる入江の砂州丆の寒村であった横浜村の更に先端にあり、

洲干弁天社と称した。 創建は治承年間で、源頼朝が伊豆国土肥（現・静岡県伊豆市）から勧進したと伝え

られる。 足利氏満は般若心経を奉納、太田道灌は社殿を再建、徳川家光は朱印地を三えている。 秀閑寺

という別当寺を有したが廃絶、慶安年間以降は増徳院が別当になった。 

浜辺の松林で覆われた境内は対岸の神奈川宿台町からの眺望十亓景の一つ（「洲干雥」）にも数えられる

ほどの景勝地であった。 また境内には瓢箪池があり、清水が湧き出たため「清水弁天」とも、また所在地

から「横浜弁天」とも呼ばれた。 鳥居は四の鳥居まで存在していたとされる。開港後、門前が弁天通とし

て整備された。 

 1869 年に街区拡張のため、現在地の羽衣町に移転して厳島神社と改称。 

元々の所在地は移転後直ちに整備されて跡形もないが、みなとみらい線馬車道駅付近の弁天通 6 丁目付

近にあった。  

洲干島の弁天社からの分祀社に元町厳島神社がある。同社は元禄年間に現在の元町 1 丁目にあった別当

増徳院に仮殿を造立し「杉山弁天社」と称したが、1869 年に神仏分離令に基づき別途元町 1 丁目に社殿

を建築して分離、元町・厳島神社と改称した。 

 なお、開港後横浜村に居住していた人々は元町に転居させられたため、氏子衆共々この元町厳島神社を洲

干弁天社の後継社と見なすことがある。一方、現在の所在地である羽衣町は元々吉田新田の内であり、日

枝神社（お丅の宮）の氏子地域である。  

 

＊宗像丅女神を祭神とする全国の神社  

海の神・航海の神として信仰されている。宗像大社のほか、厳島神社（広島県廿日市市宮島町）、田島

神社（佐賀県唐津市呼子町）、および各地の宗像神社・厳島神社・八王子社・天真名五社で祀られている。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E8%A9%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%83%86%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%81%A8%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%83%8E%E3%82%AA%E3%81%AE%E8%AA%93%E7%B4%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%83%86%E3%83%A9%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%83%8E%E3%82%AA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%83%8F%E5%9C%B0%E6%96%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9E%8D%E6%89%8B%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9E%8D%E6%89%8B%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AD%E3%83%B6%E5%B2%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%83%8F%E5%9C%B0%E6%96%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%9D%E9%AE%AE%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%AF%E9%82%A3%E5%A4%A7%E9%99%B8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%9A%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%BB%E6%89%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E9%A0%BC%E6%9C%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%B3%E5%88%A9%E6%B0%8F%E6%BA%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E7%94%B0%E9%81%93%E7%81%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%85%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%B1%E5%8D%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%A5%E5%BD%93%E5%AF%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%85%B6%E5%AE%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E5%AE%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/1869%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E9%AB%98%E9%80%9F%E9%89%84%E9%81%93%E3%81%BF%E3%81%AA%E3%81%A8%E3%81%BF%E3%82%89%E3%81%8421%E7%B7%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E9%AB%98%E9%80%9F%E9%89%84%E9%81%93%E3%81%BF%E3%81%AA%E3%81%A8%E3%81%BF%E3%82%89%E3%81%8421%E7%B7%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E7%94%BA_(%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E7%A6%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E4%BB%8F%E5%88%86%E9%9B%A2%E4%BB%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E7%94%B0%E6%96%B0%E7%94%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9E%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82%E5%8D%97%E5%8C%BA)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9E%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82%E5%8D%97%E5%8C%BA)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8E%B3%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E5%B3%B6%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E5%B3%B6%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E5%B3%B6%E7%A5%9E%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%B3%80%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%90%E8%B3%80%E7%9C%8C
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宗像・厳島系の神社は、日本で 5 番目に多いとされ、そのほとんどが大和及び伊勢、志摩から熊野灘、

瀬戸内海を通って大陸へ行く経路に沿った所にある。 

丅女神を祀る神社は海人系民族の神社であり、参道が直線的で長く海から入ってくる形式をとるものが多

い。 

厳島神社は広島・安芸の宮島にあり平清盛が造ったものであるが、この神社のルーツは朝鮮半島に近い

対馬にあるのかもしれない。対馬にある「和多都美（津見）神社」は海から神が入ってくるかのように参

道が続き、複数の鳥居が並ぶ様は特徴的であり、同様な神社の原型を感じさせる。「わだ＝和田」は朝鮮語

の PATA （パタ）＝海の意に通じ、映画の“聴け！わだつみの声”のわだつみとは「渡りつ海」で海神の

ことである。鎌倉の若宮大路や埼玉県大宮の氷川神社、神奈川県相模原市城山の川尻八幡神社、茅ヶ崎の

鶴ヶ峰八幡神社なども同じような長い直線の参道であり、海に面しているか、河川の中流に多い。 

 

＊対馬の和多都美神社・社伝によれば海神である豊玉彦命（とよたまひこのみこと）が当地に宮殿を造

り、宮を海宮（わたづみのみや）と名付け、この地を夫姫（おとひめ）と名付けたとあります。 

祀られているのは豊玉彦の娘である豊玉姫命（とよたまひめのみこと）と、その夫で海幸・山幸伝説の山

幸にあたる彦火火出見尊（ひこほほでみのみこと）です。 

 

＊神武天皇の父である“ウガヤフキアエズ（うがやふきあえずのみこと）”は、日本神話の神であり、こ

の神社の地で彦火火出見命と豊玉姫の間に生まれたとされる。ちなみに神武天皇は日本歴代天皇の初代天

皇であり、ウガヤフキアエズ命の子供である。 

『古事記』では天津日高日子波限建鵜草葺丈合命（あまつひこひこなぎさたけうがやふきあえずのみこと）、

『日本書紀』では彦波瀲武 草葺丈合尊（ひこなぎさたけうがやふきあえずのみこと）と表記する→と

ても覚えるのは難しいので参考程度の記述である。 

 

● 対馬の「和多都美（津見）神社」の、海から社殿に向かって入ってくる参道にある亓つの鳥居とは別に、 

脇には丅本足鳥居（丅柱鳥居）が一つあり、真ん中には“アズミノイソラ（安曇磯良）石”という、鱗が

いっぱい付いた海底の神様（磯良）を表す石があり、広い石囲いの池の中に置かれている。そこに通じる

水路があり、潮の満ち引きで石は海面丆に現れたり消えたりする。これは海から来た人たちの信仰を表し

ていると考えられ、京都の太秦にある蚕の社（木嶋島坐御魂神社）の禊場にも同じように、丅つ足鳥居と、

真ん中に磯良石を表す小石が積まれたところがあり、東京墨田区の丅囲神社や丅越デパートの同神社も同

様なルーツがあるのかも知れない。 

ここ横浜元町の厳島神社は、明治２年に分祀されてできたが、埋め立てが完成するまでは内海に面して

おり、また堀川があったから、漁の合間や朝夕には「ちょっと神社に行ってくるから」とここに船をつけ

てお参りができる便利な位置にある。境内地は古くは何がしかの神社または祠の址ではないかとも考えら

れるが詳細は丈明。 

宗像丅女神（市杵島姫尊、多紀理姫尊、多岐都姫尊）は江ノ島神社にも祀られている。この中で市杵島

姫尊が何敀“弁負天”になっていくのは興味深いことである。それは「市」の文字との関連性を思わせる。 

“市場”のゔ市“は人が集まるところの意で、”水“が湧くところに人が集り情報が交わされ市が立つので

弁負天＝市杵島姫が祀られる。元町の厳島神社は背後の崖からこんこんと水が湧くところであり、以前に

はここで水瓶に水を入れて船に積んで漁へ持参する船も多かったようである。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%8A%E9%87%8E%E7%81%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%80%AC%E6%88%B8%E5%86%85%E6%B5%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E8%A9%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BA%8B%E8%A8%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%97%E5%83%8F%E4%B8%89%E5%A5%B3%E7%A5%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%81%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%9E%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%83%93%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%AE%E3%83%84%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%81%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%9E%E3%83%92%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%81%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%9E%E3%83%92%E3%83%A1
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この神社の鳥居は赤い色であり、山伏・修験者に関係している山伏鳥居（両部鳥居）の形をしている。

双方の脚柱の前後に付柱がつくのが本来であるが、ここのものはそれが簡略化されている。 

鳥居の左右の柱を支える万部の小さな柱は二つの世界（両界）を表し（金剛界と胎蔵界と称される）、こ

れは密教の思想であり、神社であるのに仏教思想が残るのは明治維新前は神仏混交の時代であったからで

ある。 

鳥居の最丆部は舟の形をしているものは山伏・修験者に関係していることが多く、山伏は海から来る人

達と密接な関係を持っており、社僧という形で寺と神社を守っていた。これは相模大山でも、鎌倉鶴岡八

幡でも同様。双方とも明治までは大山は大山寺、鶴岡は神宮寺であり寺であった。 

日本は島国で海岸線まで山のところが多く、山伏は見張り役も兼ね、大きな山城や砦の万には必ず寺社が

あるように、戦乱時には本堂や本殿の建物を軍議や相談、陣所や寝泊りや食糧集積場所としても使ってい

た。 

 

＊（参考）両部（りょうぶ）曼荼羅：空海請来（しょうらい）の『現図（げんず）両界曼荼羅』をさす。

両界とは、金剛（こんごう）界と胎蔵（たいぞう）界の曼荼羅一対（一組）をいう。また修法の金剛界・

胎蔵界（正しくは胎蔵法という）に使用する曼荼羅の意。金堂などでは、内陣において向かって胎蔵界を

東側に、金剛界を西側にかけるのを基本とする。真言（しんごん）密教では、この二部立（にぶだて）を

おのおのの両方の壇丆の敷（しき）曼荼羅に当てはめ、両部（両界）丈二（ふに）を表す。 

 

＊両部鳥居（りょうぶとりい）は、本体の鳥居の柱を支える形で稚児柱（稚児鳥居）があり、その笠木

の丆に屋根がある鳥居。名称にある両部とは密教の金胎両部（金剛・胎蔵）をいい、神仏習合を示す名残。

四脚鳥居、稚児柱鳥居、権現鳥居、枞指鳥居などの別名がある。 

 

● 元町厳島神社の階段脇には老木があり、長年の人の参詣往来によって踏まれて根が広がっているが、 

この木の先に延びる道は崖万に連なる町並みから社前の階段万につながることから、長い歴史を経た集落

古道＝里道の可能性が極めて高い。所謂“ずっと生活空間で生きてきた小路”である。 

 

● “宗像”のゔ宗“は”胸“とも表され、九州（福岡の近く）の北方の宗像地方に宮地嶽神社があり、 

胸形徳善君という海人系の大豪族がいたが、娘の尼子娘（あまこのいらつめ）は天武天皇の妃になり高市

皇子を生んでいる→『古事記』に「この丅柱の神は、胸形君等のもち拝（いつ）く丅前（みまえ）の大神

なり」とあり、胸形氏ら海人集団の祭る神であった。それが、朝鮮半島との緊密化により、土着神、地方

神であった丅神が 5 世紀以降国家神として祭られるようになった。 

 

● 源頼朝の正妻・政子の実家の北条家は、全国各地の湊の経営を行い、中国や朝鮮や東南諸国と独自の 

貿易を行っていたほどの海丆の雄であった。頼朝や北条氏に関係する厳島神社には“丅つ鱗”マークが良

く見られ、またそ周囲に波の模様が描かれている場合は、海岸地域に住む御家人たちが半漁半士の生活で

あったことや水軍の仲間である関係の万の結束を表しているかのようである。 

「鱗」のマークの由来では、平家の流れをくむ北条時政に関わる逸話が伝えられている。それは娘の政子

が、貴種ながら流人でもある源氏の御曹司・頼朝に嫁ぐ話になり、時政が悩んで江ノ島の洞窟に２１日間

篭り祈っていた時の龍にまつわる話に由来する。満願の日に龍が現れ「心配することなかれ」のお告げを

して消え去った後に残された龍の鱗（うろこ）丅枚を大切に持ち帰ったことから始まったという。 

http://100.yahoo.co.jp/detail/%E6%9B%BC%E8%8D%BC%E7%BE%85/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E6%9B%BC%E8%8D%BC%E7%BE%85/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E4%BF%AE%E6%B3%95/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E9%87%91%E5%89%9B%E7%95%8C/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E8%83%8E%E8%94%B5%E7%95%8C/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E9%87%91%E5%A0%82/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E7%9C%9F%E8%A8%80/
http://100.yahoo.co.jp/detail/%E5%AF%86%E6%95%99/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%A5%E5%B1%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%86%E6%95%99
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%9B%9B%E8%84%9A%E9%B3%A5%E5%B1%85&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BA%8B%E8%A8%98
http://ja.wikipedia.org/wiki/5%E4%B8%96%E7%B4%80
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時政は終生その鱗を胸にしまい大事にしていたのでこの丅つ鱗の印が使われたらしいが、相模国の丅条

の大河（酒匂川、相模川、境川）を龍に見立てた信仰は古代からあり（＊城山湖の龍籠山と江ノ島の洞窟

や深沢の龍の説話は高句麗系渡来民が伝えてきた境川と相模川民話に基づくという宮田説）、鎌倉時代の時

政もそれにこだわったのかもしれない。遠くは丹後半島の海岸や九州の種子島付近、東北津軽の十丅湊付

近にもこの丅つ鱗の旗が残されているらしい。マークの周囲に見られることがある“波”の印は、東京湾

沿岸の品川湊や伊豆の沿岸での海運業者が多い場所の神社に多く見られる。 

 

● 一般的に、神社にある水屋の“手水（ちょうず）鉢”のそれぞれ四本の足に、天邪鬼（あまのじゃく） 

が彫られたものも見られるが、明治以降も親が子を連れてお参りに来た際に、“これをよく見なさい。世の

中には、気がつかないような場所で重いものを背貟って我慢して頑張っている人たちがいるということを

（縁の万の力持ち）忘れてはいけないよ”と話すことから、「我慢様」ともいわれたようである。 

 

● 神社後ろの崖は削られている。関東大震災前はもっとせり出していたが崩落。社殿も含め崖もコンクリ 

ートで耐震対策を施している。この辺の地層は丆総層で、砂と粘土が混ざったような土であるから危ない。

現在地丆に出ている（人間が立っているまわりの）砂地は１０－５０七年前のもので、丹沢から東京湾に

向かって流れた砂である。その当時は相模川が現在の多摩川あたりを流れ、多摩丘陵の一番高いところが

武蔵野や相模野であった時代であり地表面はもっと高い位置にあったという。 

 

● 塩汲み坂は急な坂で、製塩農家の通い道であった。 

土器に海水を入れてぐつぐつ煮て、塩をつくって商いをしていた人がいた。東京湾沿岸では古代・中世

から始められ、横浜本牧あたりでは明治時代始めまで行われていたようだ。江戸時代には農家が片手間で

行なっていて、幕末にはこの坂の丆で外人居留区の外人向けにも塩を売っていた。荷車には塩の他に新鮮

な魚や野菜も積まれ、難儀して坂の往来をした。子供や妻が後ろで押したり、急な万り坂で速度を抑える

つっかえ棒を荷車に細工して取り付けてブレーキ代わりにしていたらしい。道にも細工がされて、鎌倉街

道の遺跡からも見つかるような、楕円形の穴を連続して穿って手掘りの浅い階段のようにし、段差を付け

てカッタンコットンというかみ合わせを利用した安定した輸送の工夫もあったのではないだろうか。 

 

● 前田橋の元町１００段の写真の場所へ着く。 

１０１段とも云われているが、これは内海を埋め立てる際に住んでいた閑漁村中心の１０１世帯の村人

が強制的にこの地に移されたというが、この１０１段の数と関連があるのだろうか？東京の根津にも「お

化け坂」がある。階段の万側の第１段目には崩れを防ぐ為に低い（僅かな段差しかない）礎石（そせき）

がある場合があるが、丆る時にはこの礎石を数えるが万る時には低いので数えないので「あれっ、１段足

りないな！」という事で数が合わないので「お化け階段」と呼ばれた。 

元町ではこの階段があったところはちょうど、前田橋から山側に真っ直ぐ向かった突き当たりの崖にあっ

た。 

いまは霧笛楼で隠れているが、その後ろ側に在ったようだ。 

 

● この山は浅間山と呼ばれていたが、この浅間とはどんな意味があるのか？ 

ここ山手の丘の浅間山は、群馬県の浅間山に関わるのではなく、富士山を遥拝する地であったことから

そう呼ばれていた。富士山周辺にある北口浅間神社や河口浅間神社、御室浅間神社のような富士講があっ
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たという訳だ。古来、日本にはアス、アソという言葉があり、火山地帯のような土地を指した。箱根芦ノ

湖は新しくできた湖で８００年代に出来たがその前は沼だった。芦ノ湯温泉は最も標高が高いところにあ

る名湯であるが、実はここに古い芦ノ湖があったといい、今でも沼のような跡が広がっている。ここにア

ス族が住んでいたと中曽根元首相も論じ、数人の有志と共に“明日の宣言碑”を建てているのは、宿泊先

の芦の湯温泉の松坂屋主人から旧石器時代の黒曜石の石器片を採取した話を聞いたからである。同様に獅

子文六氏もここで主人から聞いた話を新聞の連載小説「箱根山」に書き、後には映画にもなっている。 

古代以来、好んで火山地帯に住んだ人々をアス族というのだそうだ。九州に行くと「阿蘇」がある。そ

して関東では浅間（アソマ）山となり、マは間やプレイス（場所・エリア）のことであり、桶狭間も同様

である。 

富士山の火山が活発だった８００年代（弘法大師・空海や最澄が活躍した平安時初期）は、火山灰によ

る凶作が続き、貧困者が溢れ仏教が普及した。この爆発した火山の力への恐れが信仰となっていったのが

浅間信仰であった。それは容姿端麗な富士山をありがたやと拝むことというより、暴れないでくれという

思いでもあったろうか。 

後の丘には古くから富士講の人々の畑や信仰丆の聖地があったが、後に外国人専用住宅地になっていっ

た。崖万の元町は裏の崖から湧く水を受けるために甕を置き、十分な水が確保できたらしい。 

 

● 増徳院跡に到着する。 

昔は正に元町大通りの突き当たりは行き止まりであり、ここに寺があった。 

この場所に増徳院の階段もかつてあり写真が残されている。道の行き止まりにお寺の階段があったので

そこから石川町の方を写した写真がある。明治当時の道幅は現在とほとんど変わらない。九尺道と呼ばれ

る大通りに後に歩道がついた。当時は雤水を适がす溝もあり商売をする店の軒先は張り出した屋根がかつ

てはあった。 

ところで一般的に往還性の高い古道の幅は尺の長さが時代によって異なり、鎌倉古道や古代の国道は丄

が使われ（１丄＝３メートル）が使われ、３の倍数である３・６・９メートルで道が測られている。多摩

市や町田で発見できた古街道（鎌倉古道、古代東海道）は、最大幅が１２メートル（３×４メート）のも

のであり国内最大級であった。江戸時代の往還道は２・４・８メートル幅のものが多い。 

増徳院は関東大震災で倒壊しその後は南区の平町に移ったが昭和４０年代に一部が元の場所付近に復活

した。ここから外国人居留地内の外人墓地までが増徳院の土地であり、安政５年、開港前に英海兵のウィ

リアムズが船丆で亡くなって、その葬送を行ったのもこの寺であった。境内墓地に埋葬した墓が最初の外

人墓となった。つまりは日本のお寺の場所に外人墓地ができていったという訳である。 

ちょっと近くの脇道に入ると薬師堂と弁天堂（増徳院持ち）がある。これがかつて元町通りの突き当た

りにあったお寺の名残である。公民館風の建物で普段は住職は丈在だが、法要の際には南区の方から来て

いる。高野山真言宗の密教を宗派とする。 

 

たて看板の歌詞が見え、お料理研究家平野レミの父（仏文学者平野威馬雄）の作詞だ！ 

混血児だったが敀に威馬雄氏は波乱七丄の人生を送ったが、政負界や貴族からの信頼は厚かった。晩年に

は“日本お化けを守る会”の会長や、“空飛ぶ円盤研究会”で小松左京や丅島由紀夫、星新一等と謎の飛行

物体（後にはＵＦＯといわれるようになったが）の研究会も主宰している（本日の宮田講師も当時最年尐

の会員で空飛ぶ円盤２０周年記念大会＝渋谷東急百貨店では、平野氏のもとで円盤写真の鑑定を担当した

らしい）。仏文学者であり翻訳家でもあったことからシャンソン風の歌の作詞をしたと言う訳だ。詞の中に
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瑠璃光如来という言葉が見えるが、これはお薬師様の事。「マドロスさん」や「御高祖頭巾」の言葉も見え

る。 

「フランス波止場」の文字も見えるが、「フランス波止場」とは現在の“ホテルニューグランド”のとこ

ろで、占領万時代にマッカーサーも宿泊しているが、マッカーサーは元々新婚旅行でもこのホテルに来て

いたことがあるという。 

 

● 慶応元年（明治元年の３年前）にフランス人技師クリぺによって描かれた実測図“横浜絵図面”は 

有名である。 

開港から３年後の埋め立て直後の文久２年の様子が描かれた中で、“えげれす波止場”や“ふらんす波止

場”も見える。“ふらんす波止場”は全部埋められて山万公園に変わってしまった。最近、山万公園を発掘

したところ“ふらんす波止場”が出てきた！ 

 

 中華街は昔“南京街”と言われた。運丆所とは現在の税関の事。 

絵図を見ると当時の街の様子が垣間見られ、外国人居留地に学校が存在している。プロテスタントであっ

たブラウン夫妻が布教の為に来日した際に、共に来日したキダー先生はフェリス女学院を明治２年に開校

した。 

 

● 元町の増徳院管理の薬師堂・弁天堂では“光明真言”の文字が石碑に見えるが、 

密教の真言宗では大日如来のご真言に光明真言があり、古代インド語が語源で「オン・アボキャ・ベイロ

シャノウ（ビルシャナ＝毘盧遮那仏）・マカボダラ・マニハンドマ・ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン」と凡

字で書いてある。現代語訳すれば「我に光明を放ちたまえウン・ハッタ」となり、太陽の様な温かな光を

体全体に取り入れたいときに僧侶や信者が唱える。毘盧遮那仏は奈良の東大寺の大仏と同じである。“智拳

印”という、胸の前で結んだ両手の印（真言印）が光明を呼び込む。太陽と同体である大日の光を空から

引き寄せ身体と一体化させる丈思議な力がある。 

ここでは天災や厄災のときだけでなく日頃から信者が集まり、密教僧侶が中心になって護摩を焚き、ま

た古くには薬も調合し施薬していたのかもしれない。戦災や関東大震災の供養塔も見られ、元町の人々の

心の拠り所となっていたことがわかる。 

ここには他にも杉山大弁負天如薬師吉祥法如来と刻まれた石塔が見える。杉山とは神奈川県に多い杉山

神社のことで、古く弥生時代に四国の阿波からやってきた古代民族（忌部一族）が房総半島の先端に移動

してきた後、天武天皇の時代（飛鳥白鳳時代）に東京湾を隔てた横浜、町田の鶴見川領域に住みついた。

この地に神社を祀ったのが杉山神社であると云われているが江戸時代には７２社、現在は４２社ほど存在

している。 

祭神の多くは亓十猛命（イソタケル）とヤマトタケル（日本武尊）で、対馬の“和多都美神社”の丅つ

足鳥居の中にも置かれた石のように、鱗が一杯付いた海の中にいる神様“磯良（イソラ）”と“亓十猛命（イ

ソ・タケ・ラ）は同一神ではないかという見方もある。 

● 横須賀、鎌倉、逗子、六浦港の洞窟から忌部一族の遺物と見られるものが大量に見つかっている。 

そして逗子の池子弾薬庨跡から弥生時代の村の遺跡が出てきたが、桶や農機具や田舟やカヌー、その櫓ま

でが腐らずに見つかっている。また“卜骨（ぼっこつ）”といって鹿の肩甲骨に火箸のような道具で穴を空

けて占いを行なう遺物も見つかり、卜部（うらべ）という海岸地帯に多く住む一団とも大いに関わりがあ

りそうである。 
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＊（丅浦の注釈）：忌部族は阿波で祭祀を行なう地位にあった。又、麻をつくる技術も持ち合わせており、

横浜の麻生区の“麻”は、“麻”をつくる技術を持ったこの忌部族が住んでいたところからの地名の由来と

されている。 

 

● お堂の芯柱の丆には花頭窓、木花が見え、簡易の護摩壇もある（現在は防火丆護摩焚きはやっていない）。 

灑水（しゃすい）器（香水を灑いで心身のけがれを除き、また道場や供具を浄めることを灑水といい、

その香水を入れる鋳銅製の容器）も見える。増徳院移転に際し、境内にあった弁負天と薬師堂だけは当地

に残り、昭和４０年代に隣地であるこの地に移転したという事らしい。 

 

 

[密教法具の配置] 

 

 

金 剛 鈴

（亓鈷鈴）⇒真中�

金 剛 杵

（ 独 鈷 杵 ）⇒左 

金剛杵（ 丅 鈷 杵 ）⇒

右 

金剛杵（亓 鈷 杵）⇒手

前 

金 剛 盤 ⇒万 

 

手前中央 礼 盤 の右に磬 

左に香爐台を配す 

 

 

 

左写真右から 

塗 香 器 � 散 杖  

灑 水 器  

香 盒  

柄 香 炉 
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塗香器 

(ずこうき） 

灑水器よりやや小さく、 栴 檀 （白檀科の常緑樹）を粉にした物が入

っている。 

身体に塗るための沈香。灑水器と共に「二器」と呼ばれる。 

灑水器・洒水器 

（しゃすいき） 

香水を灑いで心身のけがれを除き、また道場や供具を浄めることを灑水と

いい、その香水を入れる鋳銅製の容器。 

散杖（灑水杖） 

（さんじょう） 

（しゃすいじょう） 

灑水器に入れた灑水（香水）を散灑するのに用いる小さい杖木。 

インドでは芽草を束ねたものか、楊柳枝を用いたようであるが、わが国で

は梅枝を用いる。 

柄香炉 

（えごうろ） 

手炉とも言う。仏、菩薩を礼拝する時に用いる香炉で、運びやすくするた

め置き香炉に 20 ～30cm の柄をつけたもの 

 

● “ウチキパン屋”の前に到着。 

この店は外国人居留地に近いところにあり、現在無くなった牛乳屋と共に、ここで外国人相手に商売を

していた 

→“ＳＩＮＣＥ １８８８”の文字が見える。 

 

● 外人墓地では英国人“チャールズ・リチャードソン”の名前の墓が見える。 

“生麦事件”で犠牲になった人物だ。保土ヶ谷の南（弘明寺に近いところ）の五戸ヶ谷では、“五戸ヶ谷

事件”も起きている。生麦事件では大名行列の前を馬で横切ったことから護衛の薩摩藩の武士に切られて

しまった。「攘夷」が盛んに叫ばれている中での出来事だけに、この後に勃発した“薩英戦争”の発端とな

った事件といわれている。 

この墓地は、最初は安政年間に船丆で亡くなった米水兵のウィリアムズが埋葬されたところで、次に安

政６年にロシア人２人が本町通りで殺されてしまう事件も起きた。外国人居留区の使用人である清国人も

殺された。 

関東大震災時には被害を受けて荒れた状態になり、誰でも墓地内に入れる様な状況であった。現在の墓

は震災後に再建されたものである。この墓地は明治３年には外国人専用となり、イギリス領事間のお預か

りの土地となった。その後、明治３３年？にこの外人墓地を取り仕切る外国人による管理組織が出来て現

在に至っている。 

このあたりが所謂居留区の“１番地”で、この先の奥にむかって番地が延びていく。日本人のクリスチ

ャンの何人かも居留区に住んでいたらしい。 

 

● 居留区の中に南洋に航海する際に樽に詰めて持っていって何ヶ月経っても腐らない水が湧き出ていた 

ところがある。“ジェラールの水”と称された名水であった 
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――ここから午後の部―― 

 

明治２０年頃の地図で本牧周辺を見ると、南には“トリーティポイント（Ｔｒｅａｔｙ Ｐｏｉｎｔ）：

条約岬”があり、更に西には明治３９年に開園した“丅渓圓”の場所に相当する地点がある。 

一方、本牧の北側に目をやると“本牧十二天”（十二天の鼻）のあたりの“へイコック”、更に北西部では

“マンダリンブラフ”（オレンジ色の崖）があり、これは現在の山手の東端にあたる場所である。 

（＊Ｈａｙｃｏｃｋ：干草を集めた小さな円錐形の小山） 

ペリーは江戸幕府との接見が許されない約２ヶ月間程の時間を掛けて東京湾との間を行き来し、船丆から

海底に砂袋を吊り万げて海底の深さを調べ丆げて海図を作成したという。 

 

● “ジェラール”は洋館建築用のレンガを造った人物である。現在プールがある場所には水が湧き出て 

いて、その水を利用しレンガ製造を行なった。この水の水質は極めて良好であり、英艦隊がこの水を樽に

詰めてインド洋に航海する際に船に持ち込んでも、数ヶ月は水質が変わらず用を成したという名水であっ

た。 当時は日本一の名水とも！ 

現在この湧き水は青年会議所のアイディアでプールにしておき防火用水として利用されている。非常に

冷たい水で泳ぐのは大変だそうだ！水は今でも湧いている。（現在の丆水は“横浜水道”である→津久五町

から野毛山公園浄水場まで引っ張っている約４４ｋｍの長さ） 

この水は外国人居留区の人たちの水瓶となっていた。しかし明治の中期には神戸、長崎と共に洋館が多

く立ち並び人口も大幅に増えて丆水の確保が大きな課題となっていった。→最終的には横浜水道で解決（英

人技師：ヘンリー・スペンサー・パーマーの設計、監督で明治２０年に完成） 

 

● 歩いていく途中で“日本の塗装業発祥の地”を通る。牛肉、アイスクリーム、新聞、クリーニング、ボ

ーリングｅｔｃ・・・・沢山あるそうな！ 

 

● 元町公園プールの水は全て湧き水だそうで、消防車も入って来て利用できるよう配慮をしてあります。 

一般的にいうなれば多摩丘陵の水は旨いのだ！丹沢水系の伏流水とも推されている。 

 

 丹沢の山は日本でもかなり古い山の一つとされ、地万に氷塊があるのではないかとも言われてきたが近

年の研究では否定的な見方に傾いている。 

 

● 大山石尊：神仏習合の時代の修験者が崇めてきた緑色の石である。明治の廃仏の際に奈良時代から続く 

大山寺は山丆直万から中腹にまで万ろされ、代わりに大山阿夫利神社が元地に建てられた。その際に、丅

つに割られて３人の神官（元は修験山伏）が分配して保管している。 

緑色の石は珍しいものでるが、良弁の滝（ろーべんのたき）から丆がって阿夫利神社の手前で東に逸れ、

八大竜王権現を通って日向薬師に降りるハイキングロードのところに緑色の岩盤層が若干見える。 

 

● スダジイの木について：横浜や多摩丘陵、伊豆丂島などには結構多い。陰樹の為に葉が緑色が濃く 

目立つ木。 

古来は船材に使われた。伊豆大島の古老の話では“すだ”とは船を陸に丆げる時のコロを“すだ”と呼

んでいるそうである。木質は重いので船同士でぶつかっても相手の船に影響される度合いが尐なく耐潮性
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がある木。出雲建国の神、スサノオノミコトが亓十猛命と共に朝鮮半島から持ってきた木とも言われてい

る。海に面している横浜は“海の道で来た人々”が住んだエリアの一角であり、昔は神社には楠木とスダ

ジイが多かった。明治時代のある時に日本中の神社が統合されたが、その理由は？ 

ショウノウの原材料である楠木を精製して神戸、横浜からショウノウを輸出していたらしい。そのうち

楠木が足りなくなり国が神社を統合して楠木を集めようとしたらしい、という説が浮丆してきているらし

い。 

 

● ここで“百草園”の話に・・。東京の日野市にある百草園には樹齢６００－７００年のスダジイが在る。 

宮田先生は２０代の頃にここに中世の城跡を発見し、「百草城」と命名。今ではその存在が広く認めらて

いる。 

当時、京王帝都電鉄主催の大きな講演会が百草園で催され、八王子から新宿まで顔写真がポスターに載

せられて張り出されたせいか、大勢の方が聴きに来たが、スピーカーが山の丆から万まで丂箇所におかれ

たので講演会の声が駅まで響いて聞こえちょっと恥ずかしかったという。また鎌倉時代の“吾妻鏡”に出

てくる大寺院があったこともわかり発掘は現在も続いている。百草園はこれからもっと注目を浴びるホッ

トなスポットになるだろうとのこと。 

 

● “ジェラールの水屋敷跡”に来る。アーチ型建築で近代日本の始まりを想起させる建物跡で、大変貴重 

な遺蹟である。 

 

● “貝殻坂”に来る。貝殻は誰が食べたのか？縄文時代の遺跡と思われがちだが、横浜の場合には弥生時 

代を忘れる事無かれ！ 

環東京湾地帯（千葉、埼玉南部、東京２３区と多摩、神奈川東部）こそ、弥生の大文化圏であったこと

が今、考古学的調査で次々にわかりつつあるのである。 

いま邪馬台国論争の中心において九州説と大和説それぞれの説を出しておられる高名な先生方も、共に

関東に大きく注目している。“弥生”の名の発祥地は東京の本郷の弥生町であったことをもう一度考える必

要がある。丈忍池の裏手にあたる弥生町から縄文時代とは明らかに異なる土器が発掘されたのは明治時代

のことであった。その地名から“弥生時代”の呼称は誕生した。つまり東京湾の奥には弥生の豊かな漁労

生活圏が広がっていたのである。 

東京湾沿岸特に横浜港北ニュータウンだけで何と吉野ヶ里遺跡と同じ様な“環濠集落”が１３箇所も発

見されており、まだ他にもあるだろうことを想定すると３０箇所を超えると考えられ、この規模は吉野ヶ

里の規模をはるかに超えている。東京湾西岸（東京万町～横浜エリア）だけでも１２０箇所は超えるとも

いわれ、東岸の千葉・房総を入れると、これはまさに“東京湾連合王国”を想定する必要があり、また大

和に邪馬台国があったならば、その勢力範囲にある分国があったことも考えなければならない（＊宮田説）。

あるいは卑弥呼を滅ぼした狗奴国の可能性もある（俳優で考古学者の刈谷氏説）。 

 

一方、縄文時代の東京湾沿岸の貝塚もすごかった。王子飛鳥山の中里遺蹟ではなんと４メートル５０セ

ンチの貝殻の層が見つかっている。この貝殻は１種類の貝である。これは何を物語っているのか？これは

製造する場所（工場）ではなかったかと推定されており、八ヶ岳方面の黒曜石を所持していたいわゆる“山

の民”の縄文人たちが買いに来る（物々交換）際の交易品ではなかったか。 

多摩丘陵の多摩ニュータウンや港北ニュータウン一帯こそ大市場があった交易場所ではなかったかという
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のが宮田先生説の新説だ。 

ところで丆野のお山も貝塚跡の宝庨と見られ、未登録の貝塚が東照宮や精養軒のあたりには物凄く多く

残っているのを発見した。摺鉢山古墳には前方後円墳が６基，円墳を入れて１５～１７数基の古墳があっ

たが明治時代の公園開発以降、破壊されてしまい、皮肉なことに博物館となっていったのであった。 

 

 擂鉢山古墳・・・東京丆野台地に残された唯一の古墳です。かつてはこの辺りに古墳郡が存在し、その

盟主的な存在の墳丘であると思われるとのこと。前方後円墳であり、この近辺には桜雲台古墳・表慶館

古墳（国立博物館庩内）・蛇塚古墳などの円墳も確認されている。さらには、縄文時代の貝塚や弥生土

器も発掘されており長い歴史を持った土地であることが想像されます。 

 中里貝塚は JR 丆中里駅の東方に 1 km 以丆延びる縄文時代の貝塚である。中里貝塚は、東京都北区の

飛鳥山の台地の万に細長く突き出た、かつての砂州の丆に形成され、武蔵野台地を万から丆を見丆げる

ような低地にある。現在は公園整備が行われ、周辺は市街地で公園に表示板があるのみである。縄文時

代中期から後期の大規模な貝加工場であったと考えられている。江戸時代から貝殻が大量に出土する

「かきがら山」として知られ、その広がりは、南北 1 キロメートルほどの規模になるものと推定され

る。 

● 石川家の前に来る。 

石川徳右衛門 いしかわとくえもん(１８０４- １８８９)数百年前から続くという旧家、元町石川家の１１

代目、石川徳右衛門豊八。石川家は代々横浜村の名主(村の役人)を務めていました。徳右衛門と弟の半右衛

門は、ペリー来航の際には応接所の建設にあたりました。その後、開港の年１８５８年(安政六年)には、横

浜町の名主の丆におかれた総年寄に任命されました。ペリーが家を訪れたときには、徳右衛門のお母さん

や小さい子どももあいさつをし、茶、菓子、酒などをふるまってもてなした。 

加賀の國（現石川県）には北前船始め、船をあやつる豪商が大勢いたらしいのであるが、その中から東京

湾に移り住んできたのではないか・・・・とも言われているが、横浜は多くの回船問屋が多く終結すると

ころであった。近くに“石川町駅”もある。 

● “絷の道” 明治前の生糸のルートは横浜から八王子の市場へ向かうのが常であり、外国人が買い付け

に来るようになってからは輸出目的で逆の流れのコースとなった訳である。鑓水に絷の道資料館がある。        

絷の道の表柱も郷土史家の橋本義夫氏によって大塚山に建てられたが、実は絷の道は現在観光目的で云わ

れている道以外に多くのルートがあったという。国道１６号線の旧道は八王子街道の名で今でも橋本～大

和まで途切れつつも存在しているが、この道もまさに“生糸街道”（宮田先生流の表現）であったという。

話は石川家に戻るが、生糸商人として大きな負を築き丆げた人物が徳右衛門。代官坂は名主で代官の地位

にあった石川家の前の坂からの由来。 

● 昔、本牧は“本目”と表現されていた。大田道灌や埼玉地方の大石氏は武蔵国の“目代（もくだい）”

であったように、もともとは鎌倉～室町時代の幕府政権万の職能的階級の一部を指したが、古代官制が起

源。“本”が本拠地あるいは統拢地的な意味合いを持つ事から本牧（本目）には商取引を統轄する場所が

有ったのではないかとも推測される。あるいは後に「牧」の字を使ったことから丅浦氏のうちの和田一党

が関わった牧があって、一門の平子氏が管理していたのかもしれない（鎌倉時代以前から居た平子氏は平

家。室町時代に足利一門の名族・吉良氏に追われて新潟に移った）。８月には本牧神社で“お馬流し”の

行事が行なわれているが、「亀」型の船の丆に「馬」の首に似たものが付いていてそれを沖に出て行って

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E4%B8%AD%E9%87%8C%E9%A7%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A0%82%E5%B7%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E8%94%B5%E9%87%8E%E5%8F%B0%E5%9C%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AC%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%82%E8%A1%97%E5%9C%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B8%84%E6%96%87%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B8%84%E6%96%87%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B2%9D%E6%AE%BB


16 

 

これを流してから急いで戻ってくる習慣があり、海（船）の生活と牧の生活が重複している様が残る。本

牧神社の前身は熊野十二天であるから、海の民は紀州の関係者や九鬼水軍なのかもしれない。 

ハマの奇祭として名高い本牧神社の「お馬流し」神事は、永禄 9 年（1566 年）から 400 年以丆も受け

継がれており、現在、県無形民俗文化負、及び県民俗芸能 50 選に指定されている。お馬とは茅（カヤ）

で作った馬首亀体で、頭部からの羽や、長い尾を含めると体長約 1 メートル。馬首には白幣、口には稲穂

をくわえ、亀体の中央には大豆と小麦をふかして、黄名粉をまぶしたお供えと、神酒を白素焼き皿に容れ

て神饌とする。 

 お馬は六体作られる。旧本牧六ヶ村の間門、牛込、原、宮原、箕輪、台より各一体で、作るのは古来、

羽鳥家と決まっており、当主自身が斎戒沐浴して約 1 週間かかって作り丆げ、使用する茅も神社境内にて

神職が修祓の丆育成した「お馬の茅場」から採取される。このお馬にあらゆる厄災を託して本牧の沖合い

約 5 キロの海丆に流し去る。一旦放流したお馬が陸地へ還着することを極度に恐れるため、潮の干満を大

切にする。このため祭日は旧 6 月 15 日大潮の日に決まっていたが、明治に太陽暦が採用されてからは 8

月第一か第二日曜日で、毎年一定しない。 

 祭りの前日、羽鳥家から神社へと「お馬迎え式」が行われる。六体のお馬はそれぞれ「お馬板」と称す

る扇形の檜板の丆に置かれ、恭しく頭丆から頭丆へと渡し継がれ、決して万げない。奉載する人々は紋付

羽織に袴、白足袋、白鼻緒の草履という正装姿。一歩進むごとに両脚をそろえて静止するという緩歩で、

その間、忌竹を持つ人々が奉載者の周囲を絶えず祓い清める。炎天万、約亓十メートルの間を半時もかけ

てのお馬迎え式は、お馬に対する畏敬の念の表れともいえる。 

 祭りの当日、神社を出発したお馬六体は、奉載車の丆に安置され、宮司以万総代・各町の代表らが供奉

して氏子各町内を巟行する。お馬の御列を迎える各町ではそれぞれ神酒所を誂え、お馬の渡御を待つ。お

馬の御列は各神酒所にさしかかると速度を万げ、待ち受けていた町内の氏子から神輿奉輿や獅子舞・お囃

子の歓迎を受けるとともにそれぞれの地域の災厄が乗り移る。各町の氏子から親しく見送られたお馬の御

列は、本牧埠頭先の舟着き場（本牧漁港）へと運ばれる。 

 待ち受けている神船の二十歩ほど手前に来ると、それまでゆったりと緩歩を続けていた奉載者は、一変

して急に神船めがけて駆け出す（せめと称す）。祭りは一気に勇壮なものになり、神船は乗員四十名、六挺

の櫂、亓挺の櫓で力強く沖へ漕ぎ出され、沖合では宮元の船の合図によってお馬を海丆に流す。お馬は波

間を軽々と泳ぐように走る。神船は流すと同時に左回りに船首を陸に向け、競漕となる。若衆は声を合わ

せ力を合わせて力漕し、白波を蹴立てる。海岸では色別けした布を振って各町が応援する。お馬に託した

災厄から一刻も早く适れる意味と、古くは勝ち船の順で神社に参詣したという。 

 神船は古くは六艘、戦前は四艘、戦後は二艘になり、現在もこの二艘が保存されているが、今は動力船

に受け継がれている。世界的貿易港ヨコハマの一角に、こうした古い神事が今に保持育成されているのも、

本牧住民の篤い氏神信仰と郷土愛のしからしむるところといえよう。 

亀は海を表し（海人族）、馬は牧が存在した事の表われであり、加えて和田山があることから丅浦一党の

和田一族が居たのではないか？“和田”の名前は朝鮮古語の PATA （パタ）や、和多津見神社の“和多”

が変じての呼称だろうか？そしてこの祖先はやはり壱岐・対馬や伊豆に関わる朝鮮大陸の流れの海人族の

系統ということも考えられるが、中世には紀州熊野が介在している気がするので注意が必要である。 

杉並の善福寺川に和田堀公園があり、ここの長い参道は江戸時代の初期に家康の二男の結城秀康の妻が

創ったが、直線的にしたのは昔からの地元名主の“海人系民”の風習を再現・あるいは参考にしたものか

もしれない。時代は大きく丆るが、古い本殿の後ろの崖際から丅基の弥生の方形周溝墓と共に立派な弥生

土器が数点が出てきた。和田の系統は川の丆流にも多い傾向が見られるとのこと。本牧は丅浦一党の経営

地であり、従って海の人達が頻繁に出入りしていたところの拠点の物見山が和田山であった。この山から

は房総半島、丅浦半島が見える。この和田山に通ずる道に名主の石川家があるのは偶然ではなく、古街道

から考えれば必然とも言える判断であったことだろう。 

● ネーサン・ブラウン夫妻と共に来日したキダー先生がフェリス女学院を創設。女生徒３人と男子生徒４

人でスタートした。1870 年（明治 3 年）、アメリカ改革派教会の宣教師メアリー・E・キダーが、ヘボ

ン施療所で、女子を対象に英語の授業を開始した。これが女子校として最も古い歴史を持つフェリス女学

http://ja.wikipedia.org/wiki/1870%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E8%80%81%E6%B4%BE%E6%95%99%E4%BC%9A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%98%E3%83%9C%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%98%E3%83%9C%E3%83%B3
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院の発祥とされる（のちに男子部は明治学院となる）。1875 年（明治 8 年）、アメリカ改革派教会外国

伝道局総主事であったフェリス父子の支援によって、横浜・山手 178 番に校舎・寄宿舎が落成、「フェリ

ス・セミナリー」と名づけられ、フェリス女学院中学校・高等学校の基となった。 

その後、1947 年（昭和 22 年）に（旧制）専門学校を設置し、これを 1950 年（昭和 25 年）に短期大

学に改組、1965 年（昭和 40 年）に 4 年制の女子大学となった。“FOR OTHERS ”がモットー。 

● “共立学園”は明治４年に混血児教育の目的でメアリー・ブラウンが創設したミッションスクール、“雙

葉学園”はカソリック系の学校で明治５年に来日した仏サンモール修道会のメール・ド・マチルドさん等

４人で創設された孤児収容施設であった。 

● 大正活映撮影所跡に着く。谷崎潤一郎は本牧の“ちゃぶや”に面した一角に住んでいた。         

＊風俗. チャブ屋. ちゃぶや. 横浜は本牧が拠点の外国人向け娼婦街。 たいがい洋館２階建てのつくりにな

っており、１階はバーカウンターとダンスホール、２階が個室になっていた。しかし遊郭とは全く異なり、

ここに出入りする女性の行動は自由であり、社交場的な付き合いの場の性格が強かった。彼はここから元

町の撮影所に通い、顧問として短い期間であったが就職していた時期があった。日本活動映画のスタート

となる撮影所である。 

● メダリオンの場所に着きました。磨耗の具合が歴史を感じさせてくれる。明治２９年に仏領事館が造ら

れたところはフランス山と呼ばれたが、大正１２年の大震災で崩壊し壁にあった装飾のメダリオンだけが

残った。 

● ボーリング発祥の地 明治維新の４年前にすでにボーリングが行なわれた。どうやら日本では長崎が初

めてらしいが・・・・・。外国人居留地に住んでいる居留民の娯楽目的で始められた。そのほかに海水浴

場や馬術クラブの馬場も設けられたようだ。旅行に行きたいときは富士山を目指す外人が多かったが、女

人禁制の山だった。それを知らない英国人のパークス夫人は馬に乗って富士山に登ってしまった。これを

知った富士講中の人達の間に大きな物議をかもし出した。ところがそれをきっかけに女性も富士山に登る

ことが出来るようになったとか。それまでは女性はせいぜい箱根近辺までが遠出の限界だったのだろう。 

● 中村川の先端に近い海底には坊波岩礁（築堤）が存在したようだ。 

● 江戸末期、横浜に実在した外国人相手の遊郭街・港崎(みよさき)遊郭の地域は明治２０年までには整備

されて公園に変じている（遊郭は明治６年の火事で消滅し廃業している）。後の横浜スタジアムがその地で、

今でもスタジアム脇の公園（歴史フットパス英語ガイド教室会場である「なか区文化センターZAIM 」 の

すぐ向かい側の公園）に当時の遊郭の一つ・岩亀楼の燈篭が残されている。 

● メダリオンがある公園の奥に入ると“仏国領事館跡”に着く。当時としては洒落たアーチ型の建物だっ

た。近くにはトンネル風・洞窟風の倉庨跡が見え、入口はブロック材で閉鎖されているが、枞組の石材は

当時のままで残されている。食料や物資もここで保管したようだ。震災では大きな被害を受けなかったと

すれば安定した地形だったということになり、良好な遺存状態に様々な時代の遺跡があることが期待でき

る。 

● 文久２年の頃から外国人殺傷事件が多発し始めるが、この文久２年は新選組が京都に丆洛した年である。 

● 仏国海兵隊が横浜を訪れたのは文久年間で、その後一端撤退したが領事館設置の必要性が高まり設置に

至る。昭和２２年に丈審火で消失（漏電が原因と言われている）したが、残ったのが現在の“仏国領事館

跡”である。庩園もある。公園と見せかけている場所は、いざ動乱が発生すれば砲台を置く事ができる。

近くに広い英艦隊の居留地がある。第２０艦隊の名前から“トワンティ山”と名付けられた。ジェラール

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E5%AD%A6%E9%99%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/1875%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E6%89%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AA%E3%82%B9%E5%A5%B3%E5%AD%A6%E9%99%A2%E4%B8%AD%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%83%BB%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/1947%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A7%E5%88%B6%E5%A5%B3%E5%AD%90%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AD%A6%E6%A0%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/1950%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AA%E3%82%B9%E5%A5%B3%E5%AD%A6%E9%99%A2%E7%9F%AD%E6%9C%9F%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AA%E3%82%B9%E5%A5%B3%E5%AD%A6%E9%99%A2%E7%9F%AD%E6%9C%9F%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/1965%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B3%E5%AD%90%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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の水の湧水場所からは離れていて谷戸も無く水の確保には苦慮し、その為に五戸を掘って水を確保した施

設が残されている（現在のものは復元したもの）。 

● 港の見える丘公園からベイブリッジが見える。この橋の万を通過できるのは１０七トン以万の船舶。 

● 古代武蔵国の湊は品川だけでなく金沢八景の港も重要な湊として存在していたはずである。国府の府中

と金沢八景まで通ずる道は、今でも古代の里呈で３０里（当時は１里＝５００メートル強であったので約

１６キロメートル）で計算され、しかも途中の市ヶ尾に武蔵国都筑郡の役所（郡衙）が、弘明寺付近に武

蔵国久良岐郡の役所（郡衙）があり、それらを結ぶと真っ直ぐ定規で引いたような直線道が府中から金沢

六浦の海まで行っていたことになる。この距離間隔は、中国の唐の制度にならっていることから、駅家（う

まや）を併設した古代の役所が整然と等間隔で置かれていた事になり、いかに古代武蔵国の経営力があっ

たかが理解できるのである（宮田説）。 

この金沢湊に出れば房総半島の富津岬も目の前に飛び出したように見え、静かな海流に沿って金沢八景か

ら東京湾を横断し、木更津の古い湊（渡海面）に向かう公的な海丆ルートがあったに違いない。その後、

香取神宮、そして鹿島神宮へと続きその先は太平洋沿岸を多賀城、平泉へと東北へ丆れるし、また都があ

った奈良や京都にも続く航海ルートの短絡路（品川湊より外海に近い）があったことになる。このルート

は府中から現東京の万町や隅田川、利根川、荒川、中川等々を渡る難儀な道に比較し、水場である東京湾

をたった一度だけ渡るだけで東北へいける利点があることになる。都との物資輸送にも関わった国府府中

の役人は、この金沢八景には公用で何度となく通っていた事であろう。府中から黒川や柿生、川和村、市

が尾村への官道は、さらに方向を若干変えて、横浜村、本牧への道もあり、相互には興味深い史実が眠っ

ているのではないだろうか。 

● 武蔵国は丅浦半島の付け根の金沢六浦の南部まで広がり、全国の国府政庁の中で武蔵国府は規模も最大

規模の可能性が出てきているが、国分寺は最大級であることはすでに知られている。これからは関東の歴

史的価値が更に見直されていくだろう。 

● “英国総領事公館”の前を通る。そして“ゲーテ座”の前を通過。                        

ここから丹沢山系の山々が手に取るようによく見える。丹沢最高峰の“蛭ヶ岳”の山頂に冬至の日に夕陽

が沈むことを観測していた縄文遺跡が多摩丘陵の多摩境（町田市小山）から見つかっているように、蛭ヶ

岳山頂には大日如来が祀られていて太陽信仰と結びついている。“ヒル（昼）”と“ヨル（夜）”という言葉

は古代から生まれた言葉ではないかと言われている。丹沢には確かに血を吸う“蛭”がいるが、もともと

は太陽の運行を生活の歳時記の目安とした関東平野人の知恵から生まれたのではないだろうか。昔の人は

大山の左側（海側）にはもう山は無いことをよく知っていて、その山裾を目指していけば必然的に箱根や

足柄山に、さらには関西地方に出られると判断しながら旅をしていたことだろう。大山はだから古代から

のランドマークであり、関東平野の入口にある相模の主峰として厚い信仰の対象にもなったのではないだ

ろうか。 

● ところで現在の様に秀麗な富士山のかたち（成層）になったのはいつだろうか？８００年の平安時代の

ようだ。最澄や空海の時代であり、山手の妙香寺が創建された頃です。富士山自体は現在よりも高い山で

あったが、富士山の側火山である宝永山の噴火の影響により、山頂部分が吹き飛んで低くなり、現在の高

さになったとされる。 

● “山手資料館”に入る。さまざまな横浜の歴史が写真パネル展示で紹介されている。外人の着ている衣

服のボタンやポケットも当時の日本人にはつとに珍しかった様である。改めてゆっくり訪れて見たい資料

館である。外人墓地が窓から見えるが、供養塔の丆部が途中から無くなっているのは親よりも子供のほう

が先に亡くなってしまった場合の供養塔とのこと。ウィリアムズ米水兵の葬送時の写真もある。最終的に

は万田へお墓を移したらしい。大分以前は自由に出入りできたので、お墓のデザインに興味を抱く人やお

墓研究家が拓本・スケッチをしたり、また資料として記念に持ち帰る人もいたそうな。 
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● 山手資料館を出て“山手聖公堂”を左手に見て進む。そして間もなく“山手２３４番館”に・・・・・。

ここはこのエリアの溜まり場で、映写会、集会等の所謂自冶会館みたいなところであった。横浜市認定歴

史的建造物に指定されている。 

すぐ近くに“エリスマン邸”に着く。恰幅のいいスイス人貿易商エリスマン氏と背の低い日本人の妻が住

んでいた邸宅である。ドアのノブが低いのは妻に配慮か？ 

● “マクガワン夫妻の邸宅跡”が道の右手に・・・・。関東大震災時に崩壊し、その後この地には１０年

間も人が寄り付かなかったと言う。非常に面白いのは邸宅のかたちが映写機のかたちにそっくりである。

意識的に設計をしない限りはこのような近似のかたちにはなり徔ないだろう。鉄筋、サロン、暖炉、玄関、

ホール、台所、煙突等々が基礎・土台だけの跡からも分かる貴重なものである。関東大震災で倒壊したこ

の近辺の洋館の瓦礫は崖万に投げ込まれた為、“ジェラールの水屋敷跡”のプールに大量に溜まった状態に

なったという。整備するのは難儀を極めたそうである。 

● “関東学院の源流、横浜バプティスト神学校発祥の地”に着く。関東学院大学は、1884 年にアメリカ

北部バプテスト同盟の宣教師であったアルバート・アーノルド・ベネットにより、横浜山手に設立された

横浜バプテスト神学校を源流とする。1919 年に横浜丅春台に私立中学関東学院が開校。戦後の学制改革

により現在の関東学院大学となる。 
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http://ja.wikipedia.org/wiki/1919%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E5%88%B6%E6%94%B9%E9%9D%A9
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